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（４）柔道整復施術療養費の適正化について

○平成21年11月 行政刷新会議の指摘
・ 柔道整復施術療養費は国民医療費の伸びを上回る勢いで増加。

部位別請求 地域差が大き 多部位請求 適 化など給付 適 化が必・ 部位別請求の地域差が大きい。→ 多部位請求の適正化など給付の適正化が必
要。

○平成22年療養費改定における対応（±０％、医科外来の改定率0.31％）
① 多部位請求の適正化

４部位目の給付率の見直し（33％ ０％）４部位目の給付率の見直し（33％→０％）
３部位目の給付率の見直し（80％→70％）

② その他の適正化事項
・ 領収書の無料発行を義務付け領収書の無料発行を義務付け
・ 明細書については希望する者に発行を義務付け
・ 骨折・脱臼の医師の同意を施術録のみならずレセプトにも記載
・ レセプトに施術日を記載

が・ 不正等があった場合に施術所の管理者だけでなく開設者の責任も問えるようにする。
・ 申請書様式の統一（経過措置有り。平成２３年６月より完全実施）

（参考）柔道整復に係る療養費の推移

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

柔道整復療養費 2,999億円 3,098億円 3,212億円 3,377億円 3,484億円














